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ルーマニアのコプシャ・ミカにおける
環境問題
浅尾 仁
はじめに
この論文では，ルーマニアのシビウ (Sibiu)県内にある町コプシャ・ミ
カ (Cop§aMica)の環境問題をとりあげる。ここは，最悪の環境破壊地域
の一つとされている。 1989年のチャウシェスク体制崩壊以前に環境破壊が
すすみ，その遺産を現在もひきついでいる。
コプシャ・ミカにおける環境破壊と結びつく，生産状況および労働者・
住民がおかれていた実態を明らかにするのが，この論文の課題である。時
期として重視するのは， 1989年以前である。なお，分析に際して次の二点
に留意する。一つは，国有企業（民営化以前）内での生産管理と直接労働
者との関係に注目することである。もう一つは，日本における環境問題の
経験を，部分的ながら参考にすることである。
1989年までに大気汚染がおよんでいた範囲について，コプシャ・ミカを
中心にみてみよう。東北東部はメディアシュ (Media§) を超えて，コプ
シャ・ミカからおよそ30km離れたドゥムブラヴェニ (Dumbraveni)に至
る。西北西部はコプシャ・ミカから，同じくおよそ30kmの地にあるブ
ラージュ (Blaj) (県外）にまでのびている。コプシャ・ミカおよびメディ
アシュの北側にトゥルナヴァ・マーレ川 (T紅navaMare)が東から西に流
れている。川の北側になだらかな丘陵が続いている。南側も同様の丘陵に
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囲まれたような地形となっている。足尾銅山の松木村や四日市公害での磯
津などの例をもちだすまでもなく，コプシャ・ミカ周辺の地形など自然環
境条件も，環境汚染の拡大に多大な影響をあたえている。
大気汚染の影響下で，およそ200,000人が生活をしていた。そのうち最
悪の汚染地区で生活していたのは， 75,000人である°。（コプシャ・ミカの
人口を記しておく。 1985年と1990年において，それぞれ6,877人， 6,581人
である。）
I 生産と汚染物質
1 汚染源企業と汚染物質の放出
環境破壊の元凶は，コプシャ・ミカの隣接した二つの企業である。一つ
はカルボシン (Carbosin)で， 1935年に最初のカーボンブラックの製造設
備が設置された。後にメタクリル酸メチル，ポリメタクリル酸メチルなど
をくわえて10種類の化学製品を生産するようになった。カルボシンの主要
な汚染源は，カーボンブラックの設備であった。もう一つの企業は，
I.M.M.N. (intreprinderea Metalurgica de Metale Neferoase非鉄金属冶
金企業。 C.M.N.非鉄冶金コンビナートともよばれた。現在の名称はソメ
トラ SometraS. A.)である。 1939年に最初の亜鉛生産設備が設置された。
亜鉛のほかに鉛，金・銀合金など15種類の製品を生産するほどに発展し
た。 I.M.M.N.の主要汚染源は，焼結設備および硫酸設備であった。両企
業とも， 1960-1975年の期間に技術装備の近代化をはかったとされている。
しかしながら，その後の技術的対応の欠陥が環境汚染を拡大させた。た
1) A. Vadineanu et al.,'、Rezultateale cercetiirilor complexe referitoare la starea 
mediului reflectate in raportul comisiei guvernamentale privind poluarea din 
zona Cop§a Mi叫 'MEDIULiNCONJU叫 TOR,vol.I, nr.1-2/1991, p.39. Anuarul 
statistic al republicii socialiste Romania 1986, p.18. Anuarul statistic al Romaniei 
1991,p.53. 
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とえば，適切な資材，交換部品，測定・制御機器を確保することなく，
15ヵ年，集中的運転をおこなった。大修理や毎年の点検を放棄したりして
技術設備の著しい磨滅をもたらした。耐用年数をすぎた機械を使用し続け
たのである。カルボシンでは，必要な集塵フィルターの設置•更新がまま
ならなかった。これら機器・設備の多くを海外に依存したが，輸出拡大・
輸入制限と一体の対外債務完済政策 (1980年代初頭から）のもとで，その
調達は困難であった。
1990年までの調査によれば，両企業が全面稼動している場合， 1年間に
大気中へ放出された汚染物質量は，次のようであった。二酸化硫黄11,500
-67,500トン，鉛509トン，亜鉛400トン，カドミウム4.1トン，砒素1.7ト
ン，二酸化炭素199トン，一酸化炭素3,000トン，カーボンブラック3,000ト
ンである。また，通常の生産状態のもとでは，工場廃水として，年間に鉛
54トン，亜鉛639トン，カドミウム37トン，鉄395トンが川へ流された。コ
プシャ・ミカは，メタンガス，水，労働力が豊かで，鉄道輸送の利便性も
あった。結果として，二つの汚染源企業が一ヵ所に集中し，それも，汚染
を深刻化させた尻
かかる汚染物質放出状況は，大気中あるいは水中への大量の汚染物質放
出を禁じた環境保護法が実質化していないことの証でもある 3)。また，
1989年までに，このような放出量が，周辺住民に知らされていたわけでは
ない。
汚染物質放出の前提となる各企業の生産量は公表されていない。そこ
で，全国の生産実態を参考にしながら，各企業の生産状況の把握につとめ
てみよう。第1表は，ルーマニア全体の鉛，亜鉛，カーボンブラックの生
産実績を示したものである。
2) A. Vadineanu et al., op. cit., pp.36-37に主としてよっている。
3) Legea nr.9/1973 privind protect;ia mediului inconjurator, in B. Of, P. I, 
nr.91/1973. たとえば，その第8条，第13条など。
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第1表鉛・亜鉛・カーポンブラックの生産量 （単位：トン） 4) 
生ir--_年 1950 1955 1960 1965 1970 1975 1980 
鉛 8,584 10,961 23,599 35,618 43,761 38,875" 40,991 
亜鉛 4,786 10,021 19,814 25,486 49,903 48,696 45,906 
カーボンブラック 2,605 13,030 25,032 36,704 72,474 86,447 101,849 
生五焉-----年 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 
鉛 30,070 34,400 28,240 27,205 24,908 12,549 10,384 
亜鉛 35,420 46,418 45,960 39,631 29,849 11,464 8,739 
カーボンブラック 109,000 106,000 89,000 102,000 77,000 58,000 47,000 
2 I.M.M.N. における生産
(1)鉛生産
1996年の調査で， I.M.M.N.の鉛生産能力は， 20,000トン／年とされてい
る5)。経済状況などからして， 1980年代末の生産能力がそれより低位では
ありえない。 1980年代末において，少なくとも同水準の生産能力だったと
仮定をしてみよう。 I.M.M.N.の鉛生産が全面稼動した場合，工場外への
鉛の年間放出量563トンはその生産量のやく 2.8%にあたる。
鉛の全国生産量は， 1970年代にかけて急増した。 1985年からは減少傾向
を示し， 1990年には12,549トンになっている（第 1表）。
I.M.M.N. の鉛生産能力から判断して，その全国生産に占める比重はか
なり高かった。したがって， I.M.M.N.の鉛生産の推移は，第 1表にみる
全国的傾向と無関係ではないであろう。鉛の工場外放出量の傾向も同様で
ある。ただし，注意しておかなければならない点もある。 I.M.M.N.が採
用したイギリスの技術 (I.S.P.)にもとづく亜鉛生産では，鉛が使用されて
4) Anuarul statistic al republicii socialiste Romania 1981, pp.188-189. Anuarul 
statistic al Romaniei 1992, p.413, p.421. 
5)社団法人海外企業協会『東欧等環境改善計画事業 東欧環境保全調査（ルーマニ
ア）平成8年度報告書』平成9年 3月， 21頁。
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いることである。だから，鉛の工場外への放出量を鉛生産のみからは判断
できない。
鉛生産（後述の亜鉛生産も含めて）による環境汚染を加速させた要因と
して，原料鉱石の質もある。方鉛鉱・閃亜鉛鉱の質が， 1980年代後半にか
けて悪くなった。低品位鉱から鉱物をとりだすために膨大な量の化学製品
を使用せざるをえなくなっていた凡
鉛生産に関連して当時の輸出重視の一端を示しておきたい。 1984年7月
3-4日に，チャウシェスク書記長（当時）がシビウ県へ実務訪問をし
た7)。初日の最初の訪問企業は I.M.M.N.であった。 99.99%という高純度
の鉛を生産する新しい電気分解設備はルーマニア技術の成果であると彼に
伝えられた。それを輸出用に開発する可能性を研究するよう彼は指示し
た。
(2)亜鉛生産
先の調査でI.M.M.N.の亜鉛生産能力は， 40,000トン／年とされている。
1980年末における生産能力が，それより低いことはない。その生産能力に
もとづけば， 1年間に工場外へ放出される亜鉛1,039トンは， I.M.M.N.が
全面稼動した場合，全生産量の2.6%に相当する。
ルーマニアにおける亜鉛生産量は，第 1表のとおり， 1950年の4,786ト
ンから， 1970年の49,903トンヘと急増した。一時的な生産減があるものの
1987年まで，そのまま高水準に維持された。当時，亜鉛を生産していたの
はI.M.M.N.のみとされている8)。したがって，大気中への亜鉛放出量の
傾向も第1表の亜鉛生産動向にそっていたとみてよい。ただし， 1985年頃
から新たな事情がくわわる（後述）。
6) The New York Times, March 5, 1990, p. A9. この内容を省略するなどした記事が，
International Herald Tribu加， March6, 1990, p.7にもある。 CarstenThomassen, 
"Romania's Black Town," World Press Review, Vol. 40, No.9, September 1993, p.43. 
7)以下，この訪問に関してはSctteiadin 4 iulie 1984, p.3 
8)社団法人海外企業協会，前掲書， 21頁。
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実務訪問中，チャウシェスク夫婦と I.M.M.N.関係者の間で，生産課題
の達成度が問題になった。 1984年前半期の鉛の生産計画は達成していた
が，亜鉛生産が遅れていた。それを短期間でとりもどす措慨をとるよう要
請された。関連して， 5ヵ年計画期間中 (1981~1985年）に，優秀な生産
施設を稼動させることによって，高い純度の亜鉛と鉛の生産量を 2倍にす
ると I.M.M.N.側は語った。さらに，亜鉛末の生産設備がルーマニア人専
門家によって考えだされ，実務訪問時までにすでに2,500トンが生産され
たことが伝えられた。次期計画では経済全体に必要な量の亜鉛末を完全に
保証する確実な可能性も明らかにされた。
かかる実務訪問において通常，最大の焦点になるのは，どの企業でも生
産量をいかに増大させるかであった（それまで高蓄積率政策を土台に高い
総生産高目標を設定してきていた）。その実現をめぐって，生産現場の企
業管理者，地域の党幹部が緊張している様子を新聞報道するのがつねであ
る。訪問時のやりとりは，次の政策を反映している。 1979年のルーマニア
共産党第12回党大会や1982年のルーマニア共産党全国協議会において，自
国の力でできるだけ早く，多くの原料・エネルギーを確保する方針が提起
されていたのである。
その具体化として，ルーマニア独自の技術にもとづく亜鉛の第二生産ラ
インが， 1985年に本格稼動した。しかし，設計不良で生産性が低かったば
かりではない。その環境汚染度は，すでに稼動していた第一生産ラインの
比ではなかった凡にもかかわらず，一定期間にわたって運転が継続され
た。
なお，大気中への二酸化硫黄放出量の変化は， I.M.M.N.での鉛，亜鉛，
硫酸の生産動向のみならず，カルボシンでの生産動向との総合としてとら
えられねばならない。
9)社団法人海外企業協会，前掲書， 21頁，36頁。なお， TheBoston Globe, March 28, 
1990, p.2には， 1984年に生産能力が2倍になり，汚染は劇的に悪化したと記されて
いる。
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(3)その他の非鉄金属生産
先のチャウシェスク書記長の I.M.M.N.訪問時に，鉱物中にあるすべて
の有用非鉄金属をいかに回収するかという課題がだされた。カドミウム，
ビスマス，アンチモンの回収を可能にする技術がすでに立案されていると
伝えられた。うらがえせば，その時点までカドミウム，ビスマス，アンチ
モンをまったく回収していなかったか，きわめて不十分にしか回収してい
なかったことを意味する。閃亜鉛鉱の製錬にともなってカドミウムが必ず
でるが，その後，回収技術がどの程度，すすんだかはさだかでない。明確
なのは， 1980年代後半においても年間41.1トンのカドミウムが放出され続
けていたことである。
2 カルポシンにおける生産
カルボシンでのカーボンブラックの生産能力について，日産92トンとの
情報がある10)。それによれば，年産33,580トンになる。年間平均では，大
気中へ3,000トンつまり生産総量のおよそ8.9%を放出していた計算になる。
また， 1989年における全国のカーボンブラック生産量に占めるカルボシ
ンでの生産量3,200トンの比率は，やく 41.6%と高い。したがって，カルボ
シンでのカーボンブラックの生産高および放出量の推移は，全国の生産傾
向をかなり反映しているとみてよいであろう。ちなみに，全国のカーボン
ブラック生産量は， 1950年の2,605トンから年々増加し， 1967年から1969
年までは， 50,000トン台であるII)。1970年には一挙に72,474トンになった。
1975年には80,000トン台， 1976年には90,000トン台へと増産され， 1977年
から1988年までは，ほぼ毎年10,000トン台で推移した。 1989年以降，その
10) 日産92トン， 1989年の生産量32,000トンは毎日新聞， 1990年3月7日付け， 8頁。
Carsten Thomassen, op. cit, p.43では，機械が全面稼動の場合， 1シフト30トンの生
産と指摘している。 3交代であるから日産90トン，年産32,850トンという試算がな
りたつ。
1) Anuarul statistic al republicii socialiste Romania 1971, p.201. 
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全国生産量は急減しているとはいえ，後述するようにコプシャ・ミカなど
では黒いススが降っていた。
I 労働環境
カルボシン
カルボシン工場内の床には，カーボンブラックのススが数センチも積
もっていた。歩くたびに，それが舞いあがる。ススをおさえるために，水
がまかれた場所は黒い泥状である。労働者がブーツをはいていたのもその
ためである。ススで息がつけなくて倒れる労働者もいた12)。就業後，仕事
着をぬいだ後の裸の体も頭から爪先まで真っ黒である13)。コプシャ・ミカ
全体は，あたかも巨大なインクびんが町の上にひっくりかえったようにみ
えたのである。 1990年 2月の光景である14)。5ヵ月後でも工場の外では，
歩くたびにススぼこりがあがり，ノートを広げるとその上にポッポツと黒
いススが落ちてくるありさまであった15)0 
2 I.M.M.N. 
I.M.M.N. では，硫酸も生産しており，工場にいる労働者には，いつも
硫酸の臭気と味がしていた16)。しかし，それにもまして問題であったのは，
職場内における高濃度の気中鉛である。その情報が，生産を支える労働者
のものになっていたわけではない。労働者は，鉛によるリスクがわが身に
12)毎日新聞， 1990年 3月7日付け， 8頁。現場を見た記者の感想は「これが人間の
働くところだろうか」というものであった。
13) Jon Thompson,(Photographs by James Nachtwey), "East Europe's Dark Dawn: 
The Iron Curtain Rises to Reveal a Land Tarnished by Pollution," National Geographic, 
Vol.179, No.6,June 1991, pp.66-67. 
14) Time, March 19, 1990, p.34. 
15)中日新聞， 1990年 7月22日付け， 5頁。
16) The New York Times, March 5, 1990, p.l. 
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ありうることを，系統的な職場教育などをとおしてではなく，体験的に察
知していたにすぎない。鉛が体内に吸収される度合いは，経口摂取より呼
吸器をつうじたほうがはるかに高い。それゆえ，健康上きわめて有害な労
働環境だった。エ湯外では，その地面が鉛の粒子でおおわれ，砂のように
けることもできる状態であったとの報道もある17)。もちろん， I.M.M.N.
も隣にあるカルボシンのススの影響をうけていた。
企業管理者たちは，労働者に石鹸，練り歯磨き，マスクを分配した。ま
た，鉛から体を守れるよう，できるだけ牛乳を飲むようにすすめてい
た18)。つまり，企業管理者は，劣悪な労働環境をまぎれもなく自覚してい
たのである。
1 健康被害
1 鉛中毒
1985-1989年の期間に， I.M.M.N.に勤務する労働者にたいしておこなわ
れた尿中鉛の検査・調査結果がある。
症例数
％ 
第2表 1985-1989年における I.M.M.N.労働者の尿中鉛19)
濃度（偲/t)
正常
く80
758 
5.2 
許容 過剰
80-150 150-250 
5,085 
34.9 
7,548 
51.9 
危険
>250 
1,163 
8.0 
17) The Boston Globe, March 28, 1990, p.2. 
18)鉛のリスクを含めて TheWall Street journal, January 9, 2002, p.A9. 
合計
14,554 
100 
19) Radu Lacatu§u et al., "Soil—plant—man relationships in heavy metal polluted 
areas in Romania," Applied Geochemistry, Vol.11, no.1-2/1996, p.107. この資料は， V.
Naghi, Report of Governmental Commission Concerning Pollution in the Cop§a 
Mica Area -Romania (in Rom11ni11n), 1990からの引用である。なお，表現に一定
の変更をくわえた。
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尿中鉛の濃度が正常値 csoμg/e以下）に該当する労働者は5.2%にすぎ
ない。過剰濃度および危険濃度にたっしている労働者を合計した割合は，
59.9%になる。ヘモグロビンは正常値より22%少ない。毛髪中の鉛とカド
ミウムの濃度は非汚染地区の人々にくらべて，それぞれ1.5倍， 2.4倍多
かった20)。この検査結果も現場の労働者に直接は伝えられていない。
かかる状況のもとでは鉛中毒患者が発生する。メディアシュ市総合病院
の鉛中毒患者は， 1970年に 2人であったが， 1985年には564人になったと
の情報がある21)。これは鉛中毒患者の総数ではない。総数そのものを確証
をもっては示せない。それは， 1989年までのルーマニア当局が鉛中毒患者
にかんして組織的，系統的に調査してこなかったことによる。日本で，た
とえば，熊本水俣病患者数などを正確に掌握する努力をしてこなかった当
局の姿勢を想起させる。患者数の把握を困難にしたその他の事情もある。
入院治療をうけて病状がよくなると退院し，再び職場復帰する。また悪く
なって，再入院といった繰り返しをしている労働者も珍しくない22)。さら
に，退職者は，汚染源企業と協力関係にある病院とのつながりがなくなる
という事情もその後の状況把握を困難にした23)。鉛中毒患者数の調査体制
に欠陥があるとはいえ，一定の情報はある。それにくらべて，カルボシン
の健康被害情報は，きわめて少ない。この相違の背後には，企業管理者の
姿勢の違いもあった。
2 鉛中毒その他の疾患から生じる健康被害
コプシャ・ミカの環境汚染による典型的な疾病には，鉛中毒とその症状
としての貧血，鉛脳症， とう骨神経麻痺，鉛莉痛など以外にカドミウム中
毒がある（これらの疾病は I.M.M.N.に起因する）。また， 1983-1989年の
20) A. Vadineanu et al., op. cit., p.39. 
21)朝日新聞， 1990年 5月14日付け， 3頁。
2) The Boston Globe, March 28, 1990, p.2. 
23) The New York Times, March 5, 190, p. A9. 
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調査によれば，非汚染地域にくらべて汚染地域では呼吸器系の疾病が優位
にある（こちらは，カルボシンからの影響も大きい）。具体的には，大人
で肺炎，子供で気管支炎と気管支拡張症である。とくに肺結核，心臓血管
の疾病，糖尿病，小児ぜんそく，結膜炎では，年に30-70%増えるという
発症率を示した。
住民のなかでもっとも被害をうけた層は， 0 -14歳の子供であった。彼
らの身体機能の成長，精神的成長，知的能カ・視覚的記憶能力は，全国レ
ベルでみると悪いのである。奇形の心臓をもって生まれる赤ん坊が増えた
事実もあり，乳児死亡率も高かった。
以上の結果，汚染地域住民の平均寿命は，全国平均とくらべて 9歳低く
なっている24)。
IV コプシャ・ミカでの環境汚染にたいする人々の反応
1989年以前において，人々は環境問題にどのように対応したであろうか。
二つの汚染源企業に勤務する労働者が，環境汚染にたいし，目にみえるか
たちで異議申し立ての行動をしてはいない。労働組合も，きわだった行動を
してこなかった。地域住民も同様であった。その背景について分析をする。
1 人々をとりまく一般的状況
環境情報を，国内外の目から遮断すると，自らの環境汚染を助長するこ
とにもつながる。当時のルーマニアでは，環境汚染関連の公式統計はあま
り公表されなかったから，労働者・住民は汚染による被害についての具体
的情報をほとんどもたなかった。ここでは，環境保護への市民参加を規定
した環境保護法第7条j項の精神がいきていない（日本の資本主義のもと
でも，汚染源企業が自ら汚染情報を秘匿してきたし，行政もそれに無関係
24) 2の項について， A.Viidineanu et al., op. cit., pp.39-40. 
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であったわけではない）。そのもとで汚染は暮らしの一部となっていっ
た25)。食料のために行列しなければならないような日々の生活のなかで，
環境汚染に注意をそそぐのも難しかった26)。
2 人々をとりまく特殊的状況
このような一般的状況のうえに，つけくわえておかなければならない事
実がある。コプシャ・ミカにおける企業城下町の様相についてである。日
本でも経験ずみのように，それも環境汚染への人々の行動様式を制約した
ことを看過してはならないであろう。四点に整理してみよう。
第一点は，賃金についてである。 I.M.M.N.の賃金は全国平均のほぼ2
倍であった27)。労働者が企業に依存する気分をそれは強めた。あるかもし
れない鉛の危険より高賃金を，というのが「我々の選択だった」と，かつ
ては薬局のように清潔だったという工場への就職当時 (1965年）を述懐し
ている人がいる28¥
もっとも，それほどの高賃金でなくても，生産増が分配•福祉増になる
とする社会的雰囲気がつくりだされていた点も無視はできない。 1984年7
月3-4日に，チャウシェスク書記長がシビウ県内を実務訪問した際の経
過が参考になる29)。
1983年 9月からアコルド・グロバル (acordulglobal) という新賃金形
態が一般的に導入されるはこびになっていた。その導入が，より良好な労
働の組織化と得られた成果に応じた分配をもたらしたかどうかを，彼はた
25) The New York Times, March 5, 1990, p.l, p.A9. Carsten Thomassen, op. cit., p.43. 
26) San Francisco Chronicle, July 14, 1991, p.2. 
27) The Wall Street Journal, January 9, 2002, p. A9. The New York Times, March 5, 1990, 
p.A9. 賃金額については確定できないが，相対的に高額であった事実はゆるがない。
カルボシンの賃金は， I.M.M.N.のそれより幾分低かったとされているが，同様に
確定できない。
28) The Wall Street journal, January 9, 2002, p. A9. 
29) Sciteia din 5 iulie 1984, pp.2-3. 
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ずねた。労働者側は，より頑張って働けば，それだけ多くの報酬がある
と，みんなは確信している旨を答えている（実際には，新賃金形態のすべ
てが労働者に有利であったわけではない）。彼を迎えた 4日のシビウ市で
の人民大集会で，数人が歓迎の挨拶をした。そのうちの 1人でメディア
シュの企業に勤める婦人労働者は述べた。自分たちは良い労働条件•生活
条件をもっており，その背後には労働• 生活条件をゆるぎないものにし，
人間らしさを向上させるための党の深遠な科学的政策やチャウシェスク書
記長のかわらぬ配慮がある， と。
ここでは，賃金・労働のかげに環境問題がかくれている。当時，コプシャ・
ミカからの黒いススが降りそそぐなど，メディアシュのだれもがひどい環
境汚染を知っているもとでの婦人労働者の挨拶内容であった（メディア
シュにある企業のすべてが環境汚染と無関係であったわけでもない）。ま
た，新聞報道でみるかぎり， I.M.M.N.を訪問した際，企業関係者との対
話で書記長は環境汚染に一切触れなかった。そればかりではなく，隣の真っ
黒なカルボシンには一歩も足をはこばなかった（カーボンブラックは輸出
品ではなかった）。とはいえ，彼は環境問題を無視していたわけではない。
たとえば， 1972年のルーマニア共産党全国協議会で，環境保護の重要性を
かなり総合的にとらえた発言をしている。にもかかわらず，経済発展と環
境保護の関係についての彼の認識には注意をむける必要があろう。
第二点は，二つの企業に就業している労働者数についてである。公式の
発表がないため，情報によりかなりの幅があるが，その最大数について
I.M.M.N.4,500人前後，カルボシン2,500人前後とみられる30)。合計で7,000
人前後になる（このほかに，修理・掃除などの関連で二つの企業外から来
る労働者も相当数にのぼっていた）。ところで，本拠地コプシャ・ミカの
赤ん坊をふくむ全人口について， 1980年代末までで最多時と推定されるの
30)社団法人海外企業協会，前掲書， 38頁，中日新聞， 1990年7月22日付け， 5頁，
The Wall SかetJournal, January 9, 2002, p. A9その他の情報を料酌して，本文のよう
な推定をした。
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は， 1980年の6,938人である31)。この人数では当該企業の労働者数を充足
できない。コプシャ・ミカ周辺部の農村出身者および他地域からの労働者
がかなりの数を占めていた。一定数の労働者用アパートも新築された。多
数の人々の生活が，社会集団的に 2企業に依存する度合いは深いものと
なっていた（環境汚染との関係では，病気になる現場労働者数の増大など
で未熟練労働者が増加することも，生産管理上の問題・環境汚染の拡大を
助長しかねない）。
第三点は，鉛，亜鉛，カーボンブラックのいずれも，全国の生産量に占
める比重がきわめて高い点についてである。 2企業からシビウ県・国家に
おさめる純生産高価値控除，利益納付金，総分配フォンド税なども，相対
的に高額なものとなった。全国的にみても経済的位置の高いシビウ県を 2
企業は支える立場にあり，国家的にも重視された。ちなみに， 1984年のシ
ビウ県は，純生産高と住民 1人あたりの総生産高で全国第3位，住民1,000
人あたりの労働者数で全国第2位の位置にあった32)。
第四点は，中央による経済的政治的管理についてである。ルーマニアで
も，労働者が主体的に労働にとりくめるようにするべく制度条件を改善す
る試みはなされていた。とはいえ，中央の党・国家の側から企業管理機関
の人的配置を規制する枠組みは， 1989年まで維持された。企業党組織の書
記が企業管理の要職につき，企業長は党決定などを，そこで働く人々が認
識するような措置をとらねばならなかった。地方の人民評議会も，中央と
の関係では，類似の枠組みのもとにおかれた。中央・県から経済的に重視
される 2企業は汚染源であっても，かかる管理体制のなかで擁護され，そ
の枠のなかにおさまることになる。
以上の事情がからみあって，コプシャ・ミカに企業城下町の様相をもた
らした。汚染への労働者・住民の改善要求・抗議行動の意志がおさえこま
れた。マスコミも沈黙した。
31) Anuarul statistic al republicii socialiste Romania 1981, p.53. 
32) Scfteia din 5 iulie 1984, p.2. 
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3 例外的行動
研究論文をつうじて，コプシャ・ミカ問題に警告を発した研究者・専門
家はいた。しかし，前述したような雰囲気・体制のもとで，環境汚染に関
連してだれでもが発言・行動をするのは一般的に困難であった。それで
も，既成の枠組みに挑戦した人物もいる。その 1人であったアレクサンド
ル・バリン (AlexandruBalin)医師は， 2企業のそばにある病院に勤務
し， I.M.M.N.の労働者を診療していた。鉛中毒患者が1985年に相当数に
なっていた事実は，すでに指摘したが，同年に 9人の労働者が鉛中毒で死
亡し， 2人が重篤な病状となった。同医師は， I.M.M.N.労働者の健康状
態に関するあまりにも異常な実態の分析と労働環境・住宅環境などの改善
提案とを含む定期の報告書を当局に提出した。既成の枠組みへの挑戦で
あったのは，同医師の言によれば，報告書を通常の届け先であるシビウ県
当局のみならず，中央当局にも同時に届けたことである。さらに， 15人の
同僚医師だれ1人の支持もないもとでの行動だったことである。ここから
二つの問題点を指摘しておきたい。
第一の問題点は，労働者と企業管理部・ 上層部との関係についてであ
る。 1985年に，県と中央の両方に報告書を提出する行動に同医師がでたの
は，県から中央へ真実が正確に伝わっていないのを，従来からしばしば経
験していたからである。たとえば， I.M.M.N.の病人数がおよそ半分になっ
て中央に伝えられていた（残り半分の病人は I.M.M.N.に無関係とした）。
また，彼は自分用に同一の報告書を作成していた。それは，報告内容が途
中で歪められて自らに責任追及がおよぶときの防衛策としてのものであ
る。ルーマニアでは，責任を負う立場にある労働者の多くが当然のように
こうした行動をとっていたと言われる。ここからうかがえるのは，企業・
経済単位を現場で支える人々が企業管理・運営の実質的担い手になるとい
う状態からかけはなれていたという事実である。労働の成果にたいする企
業管理者の評価を，労働者自身が信頼していない状況をも示している。
第二の問題点は，先進的経験に学ぶ体制確立の困難さについてである。
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報告書提出は，コプシャ・ミカ問題の重大性への当局の関心をたかめる契
機になった。報告書との関連度合いの深さはさだかではないが，やがて
I.M.M.N. に200mを超える高煙突が築造された叫有害煤煙の拡散を意図
したものであり，当時にあっては評価すべき側面もある。しかし，それは
コプシャ・ミカの煙害を解消しなかったばかりではない。南に43km離れ
たシビウ市にまで汚染が拡大したとの声すらある。
公害先進国日本にも煙突にまつわる長い歴史があり，その経過は煙突の
高さや形のみによる煙害解消の困難さを証明している。戦前には，“阿呆
煙突”や日立鉱山の世界一高い（当時） 156mの煙突などが築造された。
戦後では，四日市公害のもとで1963年に細くて高い煙突が14本，建設され
た。しかし，汚染地区の拡大など新たな問題も発生した34)。結局，「高煙
突化による拡散は汚染地域を広くすることはあっても根本的な亜硫酸ガス
減少対策にはならない」という事実が，東京での主として1960年代におけ
る先進的かつ綿密な調査にもとづいて明らかにされた。 1960年代末におけ
る企業との公害防止協定において，東京都は高煙突による拡散理論を排除
した35)。この経験も，ルーマニアにはとどかなかった。
おわりに
コプシャ・ミカの環境問題については，検討すべき事項がまだ残されて
いる。とくに，自然喋境破壊の実態分析が必要である。それらをふまえ
て，コプシャ・ミカにおける環境破壊原因を体系的に整理することも求め
られる。いずれも今後の課題としたい。
33) The New York Times, March 5, 1990, p. A9では， 750フィートとしている。社団法
人海外企業協会，前掲書， 19頁では， 250mとしている。
34)小野英二『原点・四日市公害10年の記録』勁草書房， 1971年， 215頁。
35)東京都公害研究所編『公害と東京都」東京都広報室， 1970年， 350-351頁。
